
 

 

 

 

                             ２０２１年１０月１６日 

  

 

２０２２年度 城西大学大学院経済学研究科  入試問題（第一次） 

試験時間 90 分 

 

日本語 

 

注意事項 

 

 １．開始の合図があるまで、問題を開いてはいけません。 

 

 ２．解答は、解答用紙に日本語で書きなさい。 
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Ⅰ Ⅱ の２問に解答しなさい。 

 

 

Ⅰ 以下の文章を読んで後の問いに答えなさい。 

 

2040 年までに世界で新車販売をすべて EV（電気自動車）、FCV（燃料電池車）にする－。

4 月に就任したばかりのホンダの三部敏宏社長が公表した「脱ガソリン」方針は大きなサプ

ライズだった。ハイブリッド車（HV）を主力とするトヨタ自動車を筆頭に、日本メーカー

はこれまで「脱ガソリン」に慎重で、日本政府も HV の新車販売を長く容認する方針だから

だ。これを超えるホンダの跳躍。創業以来、エンジンの開発に心血を注いできた老舗メーカ

ーはどう姿を変えていくのか。 

 

脱ガソリンの背景にあるのが地球温暖化対策を強化する世界的な要請だ。政府は昨年 10

月、2050 年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロとするカーボンニュートラルを目指すと

表明。自動車は国内排出量の 15%程度を占めるため、「実質ゼロ」の具体策として、政府は

「2035 年までに新車販売を電動車のみ」との方針を打ち出した。 

電動車には、主に①電気モーターを回して走る EV、②水素から電気を作ってモーターで

走行する FCV、③エンジンとモーターの 2 つの動力で動く HV－の 3 種類がある。このう

ち HV は、従来車と比べ燃費に優れるものの、燃料はあくまでガソリンだ。欧米や中国は、

環境技術で日本勢に後れを取ってきたこともあり、技術的な難易度が高くない EV への移

行に急速に動いている。 

拙速な EV 移行にくぎを刺しているのは、日本自動車工業会（自工会）の豊田章男会長

（トヨタ自動車社長）だ。1997 年に世界発の量産 HV「プリウス」を発売すると市場を席

巻してきたトヨタ。豊田社長は、政府に電力の「脱炭素化」を繰り返し求めてきた。 

EV は走行中に排出する二酸化炭素（CO2）がゼロであっても、国内では多くの電力が火

力発電で賄われているように、発電時には CO2 を排出する。化石燃料による発電比率が多

い場合は、HV の方が CO2 を出さないという試算もある。必ずしも「EV の方がクリーン」

とは言えないという考えだ。 

思い返すと、ホンダが「エンジンを捨てる」予兆は 5 か月前にあった。 

昨年 12 月、記者はホンダ幹部の帰宅を待っていた。政府方針に対する本音を聞きたかっ

たからだ。「EV は補助金頼みのビジネス」「HV は日本の強み。エンジンを生かすべきだ」。

トヨタを含め業界関係者への取材では、「脱ガソリン」に懐疑的な声がほとんど。ホンダ幹

部からもこんな不満が出てくると想像していた。 

しかし帰宅したホンダ幹部を直撃すると、意外な答えが返ってきた。「当然、想定内だ」。

続けて「2050 年のカーボンニュートラルが何を意味するか。2040 年ごろには、ガソリン車

をすべてなくさないと間に合わない。ガソリン車禁止？粛々とやっていくだけだ」と言い切
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った。 

 

ホンダは「エンジンの会社」として歩んできた。創業者の本田宗一郎氏が終戦間もなく、

自転車で買い出しにいく妻の姿を見て、自転車用補助エンジンを開発したのが始まりだ。二

輪車「スーパーカブ」をヒットさせ、1960 年代に自動車製造に進出。1970 年代には当時最

も厳しいといわれた米国の環境規制を世界で初めてクリアするエンジンを開発し、世界的

な自動車メーカーへの道を駆け上がった。 

自動車レースの最高峰「F1」にもいち早く参戦。ドライバーに「音速の貴公子」アイルト

ン・セナを擁して黄金期を作った。サーキットに響くエンジン音は「ホンダサウンド」と呼

ばれ、レース技術は市販車にも生かされてきた。 

そのホンダが本当にエンジンを捨てるのか。幹部は「HV だって CO2 を出す。性能の良

いデジタルカメラだってスマートフォンに取って代わられた。技術の過渡期には、変革が迫

られるものだ。だだをこねたってしょうがない。ガソリンエンジンに固執するつもりはな

い」。幹部は強い口調で語ったが、それでも私は「どこまで本気なのだろう」といぶかしん

だ。 

しかしホンダは「脱ガソリン」を宣言した。三部社長の「自動車の保有期間は約 10 年間。

2040 年には新車から出る CO2 をゼロにしないといけない」との発言は、5 か月前の取材と

おおむね符合する。それに先立つ昨年 10 月、F1 撤退も発表。同時にカーボンニュートラル

を 2050 年に達成する目標も示した。「脱ガソリン」の方向性は、そのころから固まりつつ

あったのだろう。 

創業期から挑戦を掲げ、二足歩行ロボット「アシモ」、ジェット機の開発など、先進的な

着想力を見せつけてきたが、最近はそうしたイメージはぼやけ、自動車のヒット商品も減っ

た。軽自動車を除く国内販売台数（2020 年）はホンダの 20 万台に対し、トヨタは 147 万

台。両雄関係だった 2 社の差は大きく広がる。 

ホンダの三部社長は 4 月 23 日の記者会見で「創業以来、高い目標を掲げ、チャレンジン

グな目標にこそ奮い立ち、挑戦する人が集う会社だ」と訴えた。「脱ガソリン」という新た

な挑戦を通じ、本来の「ホンダらしさ」を取り戻せるかも問われている。 

（毎日新聞 2021 年 5 月 7 日「ホンダ エンジンと決別」より一部追記。） 

 

１． 上記の文章の内容を 200字程度で要約しなさい。 

２． ホンダがガソリンエンジンと決別し、新しい技術に全面的にシフトすることについて、

あなたの考えを説明しなさい。 

○K  
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Ⅱ 次の日本の地名と住所表記に関する文書を読んで、後に続く設問に答えな 

  さい。 

 

住居表示で変わる地名の機能 

小字名
こあざめい

と地番によって、土地を区分し、それを管理する方法は、すでに述べたように明治

中期以来の基本である。現在でも登記所（地方法務局）が、この方法によって土地所有権と

それに付随する諸権利を管理している。 

 ところがこれとは別に、昭和 37 年（1962）施行の「住居表示に関する法律」によって、

市町村などの自治体が住居表示を定めることができるようになった。さまざまな変化によ

って、小字（こあざ）と地番による土地の場所と権利の表記と実際とは、地割変更などによ

って現実とのかい離が大きくなったり、それによる日常生活上の不便が生じたりする状況

が出現したのが背景であるとされる。 

 住居表示とは、コミュニティの形成や維持、また郵便物などの配達に便利なようにするの

が目的であったが、土地所有などの基本的な単位である小字（旧来の町を含む）と地番を温

存したままの制度であった。旧来の小字と地番を温存することは、それを改定しようとする

場合に予測される、膨大な労力を回避することにもなり、住居表示の実施が現実的に容易と

なった。 

 具体的には、道路や川などで区切られた街区ごと（両側の道路沿いに二分する場合もある）

に「町（丁）」とし、各住居に番号を付す形であり、「○町○丁目○番○号」、といった様式

となる。確かにこの様式は、現時点での場所の表記をわかりやすく行うという点では合理的

である。 

 一方で住居表記が実施されると、小字名と地番によるシステムの役割を、土地所有権の管

理に限定し、地名としての、場所表示を行う機能を著しく低下させることとなった。 

 福岡市は、福岡地区 54 町と博多地区 98 町、および周辺村の一部を合わせて町村施行直

後の明治 22 年（1889）に成立した。最も早い時期の市制であったが、住居表示もまた法律

施行（昭和 37 年・1962）の 4 年後という比較的早い時期の実施であった。 

 福岡市中心部の博多地区の場合、東雲町（1 丁目～4 丁目）、古門戸町、綱場町、奈良屋町

など、14 町が以前のままの町名・町域での住居表示であったが、これ以外は基本的に以前

の町の名称・範囲とは別に、59 町の住居表示を実施した。 

 この住居表示の 59 ヵ町名のうち、旧来の町名を踏襲しているものが 23、下川端町、中呉

服町など旧来の町名の一部を使用しているもの 16、下呉服町など全く別の町名が 20 であ

った。ただし町名が同じであっても、住居表示の町名の範囲は全く別であった。 

 住居表示は、地名の機能まで変えることになった。 

 

住宅団地・ニュータウンの地名 

 多摩ニュータウン（東京都）は、多摩川南岸の丘陵地帯（標高 100～160 メートル程度）
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に建設された。関東ローム層に覆われたなだらかな丘陵と樹枝状に刻まれた浅い谷からで

きていて、主として台地上は広葉樹林、斜面は桑畑、谷底が水田というのが伝統的な土地利

用であった。 

 昭和 40 年（1965）に都市計画が決定され、昭和 46 年から入居が始まった。当初は 11 万

戸、約 40 万人の計画であったが、その後計画があらためられ、31 万人程度とされた。1 中

学校－2 小学校を基本とする日常生活圏を１住区とし、21 住区が構想された。 

 多摩ニュータウンは、旧多摩町の範囲を中心に建設されたものであり、現在は多摩市と隣

接市の一部からなっている。 

 旧多摩町は、ニュータウン計画成立の前年に、旧多摩村から移行したものである。旧多摩

村は、明治 22 年に「関戸・連光寺・貝
かい

取
どり

・乞
こっ

田
た

・落合・和田・東寺方
ひがしてらがた

・一ノ宮」の旧８ヵ

村が合併（百草村などの飛び地を含む）して成立した。 

 多摩ニュータウンではこれらの旧村名のうち、関戸だけが「関戸 1～６丁目」といった形

で踏襲されているが、旧村と現行地名の範囲は変わっている。さらに旧関戸の小字は、「こ

と川、入江、ゑご田、小河原、大河原、霞ヶ関ノ一、霞ヶ関ノ二、愿地、大河原ノ二」であ

ったが、これらは全く使用されていない。すべて「関戸○丁目○－○」といった様式である。 

 加えて、「愛宕 1～4 丁目、桜ヶ丘 1～4 丁目、山王下 1・2 丁目、諏訪 1～6 丁目、鶴牧 1

～6 丁目、豊ヶ岡 1～6 丁目、永山 1～7 丁目、聖ヶ丘 1～5 丁目、馬引沢 1・2 丁目」とい

った旧村名ではない新しい地名も採用されている。これらの場合も、旧来の地名の小字名は

使用されていない。 

 多摩ニュータウンは、千里ニュータウン（大阪府）と同様に丘陵地帯に建設された。いず

れも近隣住区を基本として街区が構成され、交通路は基本的に谷の部分を中心としていた。

従って、かなりの丘陵部分の削平や、谷部分の埋め立てが行われた。その変化とともに、旧

地名の範囲の変更や新地名の採用が行われたのが共通の状況であった。 

 これほど大規模ではなくても、多くの住宅団地の開発に伴って類似の地名変更が行われ

た。しかも、住宅地のイメージアップを狙って、旧地名の中から好印象の地名だけを選んだ

り、全く新しい地名が採用されたりすることが多い。 

 

地名はどんなきっかけで変わるのか 

 これまで紹介してきたように、地名はしばしば変化してきた。その契機を整理してみると

次のようになろう。 

 （中略） 

第 4 に、農地の圃場整備や、都市近郊の区画整理など、土地区画・地割形態などが変えら

れた際に、地名も変化した場合が多い。地割の変更が、新地割への地名の対応を余儀なくし

たのである、これには、住宅団地や工業団地の造成、あるいはニュータウンの建設など、大

規模な整地を行う場合も含まれる。これらの場合には、新しい地割に従って、地名の変更な

いし新しい地名の採用を伴った。このような場合を、地割と小字が一斉に改変された例とみ

mokano
テキストボックス
　　　　　　　　　　　　　　　　著作権の都合により掲載しておりません。
　　　　　　　　　　　　　　　ご不便をおかけしますことお詫び申し上げます。　



5 

 

てよい。 

第 5 に、これらの累計とは別に、住居表示を採用した場合も、地名変化の類例に含めるこ

とができよう。新しい法律の適用という意味では、第 3 の場合に近い側面もある。従来の地

名は、「（旧）村・字」から「（新）町村・大字（旧村名）・小字（旧字）」という変化はあっ

たが、いずれの段階でも土地制度上の地名と、土地表示上の地名の両方の機能を果たしてい

た。 

ところが住居表示の採用は、旧来の地名の機能を土地制度に特定して、土地所有権の表示

に限定するものであった。一方の住居表示は、地名の場所がどこであるかを示す土地表示の

機能に特化するものであった。つまり、両方の機能を果たしていた地名としての機能を、一

方だけに限定したのである。この類型は、地名そのものの変化ではないが機能の半減であり、

次の変化を起こす可能性を含んでいる。 

五つの類型のうち第 4 の場合は、地割変化を契機としているのであり、「地形」の変化で

はないが、道路などに画された「土地区画」の変化を伴っているのである。これが最も典型

的な地名変化であり、全面的な変化でもある。 

また、このような変化とは別に、先に紹介した条里呼称の「○ノ坪」といった古代の土地

制度に由来する地名や、東京の「築地」のように近世の埋め立てに由来する地名が、現在ま

で継承されて存在するという場合もある。条里呼称はかつて農地であった土地利用の歴史

を反映する可能性があり、築地は埋め立てであった歴史を反映している。 

しかし五つの類型に分けて説明したように、契機は多様であるが、地名は変化するもので

あり、現存の地名から直接、現在や過去の何らかの状況を推測することを可能にするもので

はない。しかも五つの類型には含めなかったが、日本には、地名に「嘉（良き）字」を採用

するという、一種の伝統もあった。地名は従って、文字でも音（おん）でも伝承されるので、

これらもまた変化の状況を一層複雑にしている。 

 

（金田章裕『地形と日本人 私たちはどこに暮らしてきたか』2020 年、日経 BP・日本経済

新聞出版本部発行 の一部を編集して使用） 

 

※小字・・・日本の集落や耕地、山林などの地名を示す最小単位。耕地１つに、１つの小字

が付いていることもある。 

      

設問１ 現在使われている一般的な住所表記と歴史的な地名の違いを、本文に即して 200

文字程度で説明しなさい。 

設問２ 大規模な土地開発によって地名が変わることの評価や課題について、300 字以上で 

    あなたの考えを書きなさい。 

○Y  

mokano
テキストボックス
　　　　　　　　　　　　　　　　著作権の都合により掲載しておりません。
　　　　　　　　　　　　　　　ご不便をおかけしますことお詫び申し上げます。　




